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1. 国際研究集会「歴史展示におけるジェンダーを問う
　 How is Gender Represented in Historical Exhibitions?」の概要
　2016 年度から 3 年間の計画で開始した国立歴史民俗博物館基盤研究「日本列島社会の歴史とジェ
ンダー」では，第 2 年度にあたる 2017 年 7 月 3 日，「歴史展示におけるジェンダーを問う　How 











10:00 － 10:10　開催趣旨 Opening Remarks　横山百合子
10:10 － 10:50　トノムラヒトミ報告（ミシガン大学歴史学部教授）
「アメリカにおけるジェンダー史研究状況と博物館展示」




Collecting Materials and Exhibitions in the Museum from the Viewpoint of Gender：
Focusing on the Experiences in Taiwan
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History of Inclusion: a Case Study of the National Museum of Singapore
14:00 － 14:40　松本直子報告（岡山大学大学院社会文化科学研究科教授・日本学術会議連携会員）
「日本の博物館におけるジェンダー表現の課題と展望―歴博の考古学展示に触れつつ―」
Current Problems and Future Issues of Gender Representation in Japanese Museums: With 
Reference to Archaeological Displays at the National Museum of Japanese History
15:00 － 15:10　コメント１　Brief Remarks １
長志珠絵（神戸大学大学院国際文化学研究科教授・日本学術会議連携会員）
15:10 － 15:20  コメント２　Brief Remarks ２
三上喜孝（国立歴史民俗博物館教授）
15:20 － 16:50  総合討論  Discussion
トノムラヒトミ，黄貞燕，リー・コー・リン，松本直子，長志珠絵，藤尾慎一郎（国立歴史民
俗博物館教授・日本学術会議連携会員）










形大学（「芸術文化実習」2018 年 10 月 25 日～ 26 日実施，担当教員：石澤靖典，佐藤琴），千葉大





　基盤研究「日本列島社会の歴史とジェンダー」では，A 文字 / 文体とジェンダー，B 衣料生産・
流通におけるジェンダー，C セクシャリティ発現の場，D 社会集団とジェンダーの四つの柱に沿っ





































































































見直しが必要であることが，少しずつ議論されるようになった。2019 年 3 月リニューアルオープ
ン予定の第 1 展示室先史・古代の展示の骨格はすでに決定されていたが，このような環境のもとで，
基盤研究からは，ジェンダーの視点に立つ検討を可能な範囲で行うべきではないかとの提起を行っ














































































































































































































































　本日の研究集会を通じ，「How is Gender Represented in Historical Exhibitions?」という問いを
常に問い続けていくことが，ジェンダーを超えた歴史展示を目指すためにも必須であると強く感じ
たことを最後に記し，総括としたい。
（東京大学史料編纂所教授）　
